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地質情報の公開と再利用

における現状と課題点
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2. 地質調査業務における地質情報
3. 地質情報の公開
4. 地質情報の利活用への提言
5. 地質情報の品質確保

1 . はじめに
① 地質調査業務成果品
・デジタル情報としての納品が一般化
⇒情報資源としての再利用が可能

③ 「安全・安心」の防災施策
・ハザードマップ類の整備と一般公開
⇒地質調査成果品の最終利用者は国民

② 公共事業で実施された地質調査成果
・一般国民に公開される傾向にある
[千葉県(無料)，島根県(管理料)]

?!デジタル地質情報のセキュリティ対策
が全く考慮されていない
?!成果品の最終閲覧者：官庁職員 → 国民
・地質調査方法などが変わる？
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2 .  地質調査業務における地質情報
① 建設ライフサイクルの下流工程で，本当に必
要となる「地質情報の内容」についての議論
が無い ⇒ 今後への課題

③ Web-GIS版電子納品統合管理システムの開発
・全地連，(NPO)GUPI，当学会共同開発
・FOSSとフリーソフト
・納品用 CD-R をそのまま利用する
・キーワード検索による地質情報の検索機能
・MapServerによるWeb-GIS機能

② デジタル地質情報の内容をチェックするシス
テムが無い： 内容を未確認のまま提出する

ケースが大多数
→ 電子成果品の品質低下の第一理由
⇒ WebWeb--titan titan の開発の開発と地質情報管理士地質情報管理士制度

報告書検索結果の表示画面(イメージ)
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報告書検索結果の表示画面(イメージ)

報告書検索結果の表示画面(イメージ)
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2.6 ボーリングデータベース構築上の課題
① 課 題 点
・統一された判断基準が存在しない
・発注者によって仕様書が異なる/存在しない
・受注者間で考えの相違考えの相違と技術の格差技術の格差がある

② 地質事実データの作成上における課題の解決
・公共事業における地質・土質統一標準の策定
⇒ 土木地質図のJIS化による凡例の統一凡例の統一
[TS A0024 地質図－土木地質図に用いる記号，色，
模様，用語及び地層・岩体区分の表示とコード群]

・(公共事業)地質情報を管理する職員の養成
⇒⇒ 全地連地質情報管理士地質情報管理士制度
委員長：塩野清二・日本情報地質学会長

・容易に成果品を確認・修正できるツール開発
⇒ Web-titan(全地連・コンソーシアム)

① ボーリングデータの公開と課題点

・テキストデータである[XML]の改ざんの懸念
・特に建築確認申請時に添付する柱状データ
・悪意ある改ざんの影響 ⇒ 不適切な構造物建築
・原本の証明が不可能 ⇒ 信頼性のあるデータは？
※電子化された地質情報のセキュリティ対策

3 . 地 質 情 報 の 公 開

② 地質図の公開
・広く流通させるために
は，Google系などの
公開ネッワークで利用
可能にする。
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③ ハザードマップ

・土砂，地盤変動，地震，火山噴火の各災害

・ハザードマップの普及： 土地の評価額算定に

影響を与える可能性がある？

・ハザードマップの信頼性：少ないファクトデー

タの評価と，

将来像を予測す

る高水準の技術

・重大なミスの場

合には瑕疵担保

責任を問われる

?

住民の不安度は
どちらが高い？

4.地質情報の利活用への提言
① 地質情報による災害リスクの回避

・防災科学(研) K-NET

→ 1kmメッシュ地盤モデル

→ 30年内の震度6弱に見舞われる確率

→ 損害保険基準料率の見直し(2006/5)

※直接，災害リス

クを回避した成

果ではないが，

地質情報が災害

リスクに結びつ

いた好例
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土地評価に与える地質リスクファクタ(私案)

土壌汚染地評価 無汚染状態評価額＝ 浄化・改善費用－

使用収益制限減価－ 心理的要因減価－

改良・改修費用：構造物の支持地盤対策として，標準的な基礎工事を

実施するための費用。 改良済みは「０」とする。

自然災害リスク減価：将来 的に発 生する自 然災害 からの 復旧費用

（土砂くずれ・地すべり・土石流，地震災害・液状化）

心理的要因減価(スティグマ)： 地質リスクの存在に起因する心理的な

嫌悪感から生ずる減価金額（例，急傾斜地の指定）

地 質 リ スク 評価 無リスク 状態評 価額＝ 改良・改修費用－

自然災害 リスク 費用－ 心理的要因減価－

土壌汚染地評価・原価法

地質リスク評価・原価法（筆者私案）

!?自然災害リスクと心理的要因リスクの定量化
が最も難しい
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ボーリング本数を例とする
地質リスクの回避 ＝ 不確定要素の低減

※※ 地質リスクを評価する地質リスクを評価する
ための情報資源になる？ための情報資源になる？

50m50mメッシュモデルメッシュモデル

⇒ 究極的には 50mメッシュ地盤モデル



7

5.地質情報の品質確保(まとめ)

② 土木地質図のJIS化による地質凡例の統一
・TS A0024(2006/6/20)
・土木地質図は公共事業で作成される
・発注機関を横断する統一土木地質図の作成
⇒GISで統一的に管理・表現が可能

① 地質情報の原本性確保
・改訂履歴(トレーサービリティ)の厳重管理
[真正性の担保，作成者・時刻，改訂者・時刻]

・証明費用の低価格化と平易な操作性が必要

③ 情報管理に精通した技術者の養成(資格制度)
・電子化された地質情報の形式と内容の管理
[情報の品質管理能力，情報処理能力，CADや

GISに関する知識，情報セキュリティ]


